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筆者は内科医であり,患者はその殆どが身体症
状を主訴として訪れる。本稿では,めまい,頭痛
などの多彩な身体症状と出勤困難を訴えて来院し
た一女性 (Aさん)に対する心理治療経過を報告
する。
筆者は、心身症への治療の方法論として、河合
によって提唱された非個人的な心理療法を採用し
ている1)。これは, ごく概括的に述べれば、 1)
治療者の介入を最小限にとどめ、患者自身の自発
的性を最大限に尊重する。 2)治療過程の中で表
現される自発的なイメージの物語的展開を最大限
に尊重する, という2つの特徴にまとめられる。
今回の治療におけるイメージの媒介として, クラ
イエントにより語られた夢の展開が重要な役割を
果たした。
心理療法に夢を用いることは、深層心理学派に
おいては珍しくないが、心身医学領域での報告は
比較的少ない2)。河合3)は、心身症を 「心と体と
いうものを明確に分離して,どちらかが原因であ
る,というような考え方そのものに反する現象」
と考え、L心と体を一本の境界線によって区別す
るのではなく,境界地帯の存在を考えてゆく」こ
との重要性を強調している。そして、「夢こそま
さに 『境界』存在の典型のようなものである.そ
れは意識と無意識との境界にあるだけでなく,心
と体, 自と他,生と死などの境界にも関連してく
る。夢のなかではこれらが錯綜して不思議な映像
をくりひろげる。夢はたましいの言語である。つ
まり境界について語る言語なのである」と述べて
いる。
筆者は,夢を通じて語られる物語の源泉は,
「こころにもからだにも限定されない第 3の領域」
にあると考えている。この領域は,Corvinのい
う 「イメージ夢許(mundus imaginalis)4), 」ung
の言う 「類心的無意識 (psyChoid unconsciouS―
ness)」5)などの概念に関連する領域である。この
領域では、こころ (精神)と身体 (生理)は区別
されない。心身症はこの領域から送り込まれてく
る病態であり、心身症の治癒が生ずるのはこの領
域においてであるという仮説が成立する6)。
ユング心理学の考えにしたがえば,人間の一生
は絶え間ないindividuation process(個性化)
の過程であり,それは自我の立場からみれば,非
我 (nOt_I)として認識される無意識の要素を意
識に統合していく過程である。しかし, これは同
時に,無意識内容に襲われ,侵入され,屈服させ
られる体験を通じて,自我が相対化され,より大
きな存在であるSelf(自己)に対 して開かれて
8行く過程でもある7)。」ungは|、「元型は,かって
もいまも魂の生きた力である。それは本気に受け
取られんことを欲するとともに、元型が効果を現
すよう奇妙に努める。元型は常に守護者、救済者
であった。そしてそれを侵害すれば、結果は未開
人の心理学からよく知られた 『魂の危難』になる
のである。元型は無視されたり虐待された肉体の
器官や、あるいは有機的な機能組織と全く同じ働
きをすることによって、つまりは神経症的、また
はさらに精神病的錯乱のまぎれもない張本人でも
ある」と述べている8)。人生のさまざまな時期に
おいて出現してくる,広い意味での心身の不調の
多くはj このような個性化過程の現れとして理解
することができる。
以上のような観点から,本稿では,Aさんの治
療過程を,Aさんの内界と外界に共時的に生じた
個性化過程のコンステレーションとして理解し,
主として夢のシリーズに展開される物語を通じて
その過程を明らかにしていきたい。
1。事例の概要
【事例】Aさん :23歳 女性 公務員
【主訴】めまい,頭痛,起床困難
【家族背景】実家はB県。実家には父,母,妹が
いる。別居中の祖母は入院中。
【生育歴 ・既往歴 ・現病歴】
高校卒業後,両親の反対を押し切ってC県の短
大に入学。在学中カウンセリングを受けた経験が
ある。卒業後,一年間就職浪人をして,X年4月
より,現在の職場に勤務し, コンピューター関係
の部署 (D係)に配属となる。
勤務開始直後から,吐き気,嘔吐,めまい,腹
痛,頻尿,下痢などの多彩な身体症状をくりかえ
すようになり,何回か病院受診をしていた。 7月
に一度腹痛にて当科に救急受診したことがある。
11月から,頻尿,下痢,めまいなどを繰り返す
ようになり,朝起床することができず, 11月2
9日に再度当科外来受診し投薬を受けている。し
かし症状は軽快せず, 12月10日からめまい,
頭痛がひどく欠勤が続いた。 12月14日出勤し
たが症状が増悪し,医療相談室のE婦長からの依
頼により,内科外来にて初回面接を行った。
2.面接経過
面接は6か月間,延べ 16回にて終結した。A
さんの発言は 「」で,治療者の発言は<>で表し,
面接回数は#で表す。便宜上面接を3期に分けて
述べる。
【第 1期】 (#1;X年12月14日～#7;X
+1年1月31日)
初回面接はX年12月14日に行われた。Aさ
んは, ごく普通の年齢相応の外見の女性である。
めまい,頭痛がひどく,身体的にも,精神的にも
ひどくまいっているという印象であった。初回面
接では,内科的な診察を手早く行った後,病歴聴
取もかねて50分の面接を行った。 Aさんは,
現在困っていることについてよどみなぐ話してく
れた。「4月から,職場の人間関係で悩んでいま
す。同じ職場 (D係)の男性 (Fさん)はまじめ
で,やさしく,儒教の孔子のような良い人なので
すが, こちらのわくを越えてズカズカと侵入して
くる感じが耐えられません。一日何回も 『口紅が
濃い』とか,『す人暮らしなんだからちゃんとし
ていないといけない』などとチェックを入れて来
ます。一時期,顔を見るのもイヤで,全く口をき
けない状態でしたが, 11月頃から少し気持ちが
吹っ切れて,仕事上の言葉を交わすくらいはでき
るようになってきました。ところが,その頃から
体調がひどく悪くなり,出勤困難になってしまい
ました」と語り,現在の体調の悪さが, Fさんと
の対人関係に関連していることを,十分に自覚し
ていると思われた。家族について尋ねると,「親
の反対を押し切って職場に勤めた関係で,親を頼
りにできません。妹が看護婦で,妹にだけは相談
できます。妹から 『お姉ちゃん,そりゃ登校拒否
だよ』と言われてしまいました。自分では今まで
登校拒否や過食症の人を馬鹿にしていましたが,
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今はその人達の気持ちが分かります」と言う。
「Fさんに対 しては,すごく憎む気持ちと, とて
も申し訳のない気持ちとの両方があります」とF
氏に対する両価的感情も自覚している。仕事の環
境について尋ねると,「仕事をしょっちゅう休ん
でいるので職場の人の目も気になります。これ以
上休みたくありません。仕事の内容自体は楽しい
のです。職場を変わりたいわけではありません。
職場のレクリエーションで卓球大会をすることに
なり,なんとダブルスでFさんとペアになってし
まいました。それが決まってから症状がひどくな
り,夜眠れません。朝になると眠くなって寝てし
まい,出勤できません」。不眠についての話題が
出たので, <夢は見ませんか>と尋ねると,「と
てもたくさん見ます」ということであった。
そこで夢を報告してもらうことにした。
夢ゴfFさん′ご道いかゲられζ 病院の好調物
膚の範残掟わ て逃ゲている。「E婦長さ―んゴ
とコ防ゲを求めてι〕る。
現在の状況をかなりはっきり表している夢であ
るように思われたので,連想を尋ねると,「何か
(虎や熊のような恐ろしいもの)に追いかけられ
たり殺されたりする夢をしょらちゅう見ます」と
いうことであった。 トランキライザーと睡眠導入
薬を投与し, とりあえず週 1度のペースで定期面
接を続けることにしたし#2で,以下の夢が報告
された。
夢′fテレとツご出てぐる頭がンルッルのフ°″レズ
ラーに,無理矢理ろEされてιまう。とで6嫌な夢
だった。
連想を尋ねると,「今までにとても嫌だった人
が何人かいます」とのことで以下の話しをしてく
れた。「中学校の時,男子生徒に好きだと言われ
ました。好きだと言われると, とても強い恐怖感
を感じて,その人が来るといけないということで
逃げ回ったりしました。ところがある時,『男の
一魂のイメージ (アニムス)の変容を巡って一
人も私達と同じ人間なんだ』と思えるようになり,
その男子のことが今度は好きになりましたが,つ
き合ったあと結局振られました」。また, F氏の
ことについて触れ,「Fさんは,怖いだけではな
く,『自分の細胞の一つ一つが嫌っている』とい
うくらいに嫌いです。でも, こまで他人を嫌う
自分は, とてもいけないことをしていると感じて
います」と再び両価的な感情を述べた。また,
「大学の時, アパートにマスターキーで入って,
勝手に清掃して行く大家さんがいて, とても許せ
なくて,結局アパニトを出ました。ある先生に相
談したら 『そんなことしてもらうたら,私ならう
れしい』と言われたのですが, こういう感覚は理
解できません。大学の教官で電話して来る人がい
て, この人も 『汚い』という感じがしてとても嫌
いでした。考えてみると,嫌いな人は数え切れな
いほどいます」と言う。治療者への感情について
も触れ,「先生にも自分の汚いところを見透かさ
れているようで怖い気がします。元気な時には自
分の周りにバリアーを張れるのですが,体調が悪
いとそれができず,中に侵入されてしまいます」
と語った。「Fさんは,虎や熊というよりは,黄
色いマダラの大蜘蛛か,ゴギブリという感じです。
きれい事のみがいっぱいにつまった丸 いつもチェッ
クして干渉してくる人です」。また幼い頃のこと
について触れ,「幼い頃は祖母に育てられました。
母は過保護,過干渉で大嫌いでした。父は良い人
なのですが,『男』を感じさせる時があって,や
はり干渉されるのが嫌でした。母が祖母を追い出
してしまったので,実家にはもう帰りたくないと
思い,就職浪人の時も帰らず,勘当同様の状況で
こちらに就職しました」。「4月からずっとこうい
う状況で, もう疲れました。自分自身の世話をす
ることに疲れてしまいました。私は弱い部分を見
せてしまっているが,本当は 『我が強い』のだと
思います」と語った。
#3では,「職場では,かなり配慮してもらい,
何とか勤務しています」とのことであった。「育
ててもらった85歳の祖母が小脳梗塞で入院しま
した。かなり具合が悪そうで心配しています。つ
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きそってあげたいのだが,有給休暇が取れません。
かわいがってもらったのに,何も返してあげれず
に心が痛みます」と,祖母への心遣いが語られた。
「何も考えられず,感情だけの人間になってしまっ
たようです。自分の中に自分自身に対してとても
批判的な部分があります。自分自身のことは一時
嫌いだったこともありますが,今は好きなのです
が,批半J者はどうしようもありません。外側の自
分は陽気で,人とおしゃべりもでき,元気です。
しかし,内側の自分は陰気でくよくよし,悪い方
にばかり物事を考えます。甘えています。内側の
自分を他人に見られるのが耐えられません。職場
では外の自分が出ます。ここ (診察室)では全て
出せるので楽です」と語った。
その後年末から年始の体暇中, F県に帰り,入
院中の祖母に付き添っていた。その間,めまい等
は―一切起こらなかったとのことであった (#4)。
しかし,仕事が始まると再び朝めまいがあって遅
刻が繰り返された6#5では,以下の夢が報告さ
れた。
夢θ′四角ι)大きな箱にスった慶頭やズポンジケー
キ等をたぐさん食べて満足 ιている。
連想では 「ストレスが多くなってから実際良く
食べるようにならた」とのことであった。
#6では 「ときどき欠勤していますが、少し楽
になってきました」ということであったが、#7
ではいつもと少し様子が違い,面接の開始後しば
らく沈黙が続き, しばらくたってからぼつりぽつ
りと話しを始めた。「仕事をやめた方が良いので
はないかと思っています。C県の人はきついので,
B県へ帰りたい。B県はいつも自分にとっての逃
げ場所です。G係 (上司の配慮で半日D係から出
向している)へ行っても気を使うばかりで,輪の
中へ入れない。居場所がない。D係では11時ま
では部屋におれるのですが, Fさんが出勤して来
ると,下へ行ったりして=らゝ3らゝし出します。F
さんのことは,まるで嫌な昆虫を見ているようで,
殺すわけにもいかず,どうしてよいか分かりませ
ん」。その後,以下の夢を報告してくれた。
夢ィfa駆ち ゃんのス院ιている病院へ月声い
/c‐″ぐ。色々障害力坊 ク, やっとのノ留いで病院へ
着ぐジヘ 病室′ご′ま″びのスカゞ入貌:ιている。病棟義
″母を探ι厘「る力ゞ見つからな↓Ъ ナーズステーショ
ンで看護婦さんに尋ねると,「亡ぐなクまιたゴ
と言われ, ナごいショックを受ゲる。
その後, しみじみとした調子で,「今日は今ま
での受診の中で,気分は一番どん底で,まるで自
分が無いような感じでした。弱音を吐いてみたかっ
た。今は自分があります。G係ではなく,D係で
仕事を続けたいと上司に言ってみようと思います」
と述べ,微笑しながら,「先生は何もアドバイス
をしてくれませんね」と語った。治療者は、<ア
ドバイスしないのは,分からないからです。でも
今日の案は今までで一番良いと思う>と答えた。
治療者は,夢の中で最愛の祖母の死を体験したA
さんの気分が底を打ったように感じ, これから新
たな展開が始まるのではないかとの希望を感じた。
【第2期】 (#8;X+1年2月7日～#13;
3月27日)
#8では,「『いやだ !』『「嫌いだ !』という
自分の感情がとてもはっきり感じられるようになっ
て来ました。身体が少し動くようになり 『治って
来ている』と感じています」と語った後で,以下
の夢を報告した。
夢 」′″母力ゞ元気/‐~なクフ刊物ごそ意理 やうどん
どなどを訪れζ 食サ きをιている。
夢 θrアノヾ一ハの鮮の部屋の男 働にι〕なスリの悪
日をF//のス′ご大きな声で話ιていたら, 下の階′ご
その男が忌 ζ 「そろそろつき合ってぐれて6良
いだろうゴと言って実っている。
夢 6の連想として,「『嫌だ』ということを回
に出して言える人がうらやましい。それを言って
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しまいたいという気持ちがとても強くなるけれど,
言えないことが多いです」と語られた。その後,
風邪をひき,投薬だけの受診 (#9)があった。
#10で,「風邪が治ったあと調子が良く,朝
も起きられるし仕事もできます。自分の好き嫌い
や感情を口に出すと, とても楽になれることが分
かって来ました。Fさんに対しても,今は胸が苦
しくなるのではなく,動悸はするが,『嫌いなも
のは嫌い』と思えるようになってきました。夜も
薬を飲まずに眠れます」と語った後,以下の夢を
報告してくれた。
夢 7′断力ゞ火事′ごなク,次々と家″燃 えていぐ。
堤御 ご東京海上のどル′ご火力ゞ燃え移ク,私は √ご
のとン|ま燃えて6月窺助)かっているから人も∪
と思 っている。
夢噂 ′とで6大きな容雰′ごいっぱいの食べ物を夢
ウ ごなって食べている。食べ終わっζ 体重計′ご
栞ると′女gJけっている。ホッとする。
夢の報告の後,「今は苦しさがありません。何
かが変化したように思います。今回のような苦し
いことを死ぬまで体験しないで済む人がうらやま
しいです」としみじみと語った。
#11では,「職場で,同僚の女性からいびら
れていること」などを語った後で,「Fさんに,
今まで自分が嫌だと思っていた人達全てのイメニ
ジを重ねてしまっていたことが分かります。時々,
本来のFさんがちらりとだけ見えることがあるの
ですがが,すぐまた固まりになってしまいます。
どうしたらよいでしょうか?」と治療者に尋ねる。
<どうしたらよいかは分かりませんね。でもそこ
まで見えるようになればもう少しですよ>と答え
たところ,Aさんは笑っていた。この回以下の夢
を報告した。
夢 θfアパートのだアのチャイムカゞ電鳥る。 だアを
開ゲると, Fさん″泣 っている。Fさん|ま車のシー
ハベルハを手′ご芹っていζ 私に 「これわゞ最後で
ナからゴと言って差ι脇ナ。私はそれを用いて嫌
な気芹ち′ごなク,晟Fってだアを用めてιまう。
この夢は,治療者にとって印象が強かった。連
想を尋ねると,「ノーと言えたので,気分は悪く
なかった」とのことであった。      .
#12では,以下の夢が報告された。
麦 θf中学生雄 癖 数 たはずの実家の課 )家
/c‐居る。職場のス,中高校性の時の反入など)全
貞から無視されζ 私はど母の部屋のベッド ζな
ぜか病院のベッリ の上で=スで″いている。
連想を尋ねると,以下のようなことを語ってく
れた。「小学生の時はクラスの同級生をしきって
いました66年生の時,クラスの仲間が反抗して,
自分が無視されて, とてもショックでした。中学
生になってから,性格が変わり,おとなしくなり,
他人とも再び話せるようになりました。小学校時
代の自分の性格 (好き嫌いが激しく,他人をいじ
めたりした)が今でも信じられないし,その頃の
自分は嫌いです。これが今でも好き嫌いを言う人
を嫌う理由かも知れません」。「自分ではずいぶん
良くなっているように思うのですが,身体がつい
ていきません」とのことであった。
#13で以下の夢が報告された。
夢″ ′,係でFさんと三ス″ク′ごなる。Fさんが
遊って来ζ 私の新 めようとナる。%くなっ
て必死e逃|ず出ナ″t遁 ってくる。θ係でいつ6
世話 してぐれる″さんのとごろまで逃ゲて行き′
勁ゲを求める。〃さん″平″ごスってぐれる″ゞなか
なかおさまらなι、
夢■2r D係に居る。自分の列のグ/き出 ιを用ゲる
と,中身力ゞ何 6なιЪ Fさんわゞ勝ヨ ごいじったの
だと思 ιし 強い口調 で抗議をする。するとFさん
は 「あなたはθ係へかわるんだから′ どの期は私
″ゞどうιようと勝手琥」 と言っζ 濯子ク出ナ。私
は滋ぐなって■2~7/cつけ を求める。上司力ゞ間|ごス っ
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てくれて 勝 手′ごそんなどとをιではいゲないゴ
とFさん′ご言う力ヽ Fさんはますます怒 ク″って
月"と:話をつゲる。 これから糊ンご会い′ご行ぐゴと
言う。そごへE婦要が来ζ 私はE斉蓄シc-6勁ゲ
を求める。 ιかι,Fさんは 「それじゃあ警察と
話をナるゴと言ってまナまナ怒ク″う。私は■・~7
と婦妄のかゲ/cコFれておろおろしている。
連想として,「親と警察というのはどちらも私
の弱点です。夢の後ですぐそれを思いつきました」
とのことであった。また 「こういう夢を見た日は,
朝ぐったりと疲れています」と言う。「現実には,
昨日送別会があり,Fさんと同じ部屋にいるとパ
ニックになりましたもしかし,以前と違うのは,
自分がパニックになっているということが分かる
ということです。しかし分かっていてもパニック
から抜け出せません」。Aさんの状況に配慮した
上司の決定により,AさんはD係からG係へ4月
より配置替えになることが決定した。
【第3期】 (#14;X+1年4月3日～#16;
5月22日)
4月よりG係勤務となる。その後は朝定刻に出
勤している。#14で以下の夢を報告した。
夢ゴθ′Fさんと私力ゞ向かいあわ詢 ご塵「っておク,
_~Xの間のテーブルの上′ごハンバーガ ″ーゞLっ乗っ
ている。そのハンバーガーはナイフで正″/c‐三つ
′ご″られておク′私″ヽ資友 を食べ; Fさんが6う
膚方 を食べる。私は'「ごんな風に, 6とは一つの
物をFさんと分ゲ合って食べて6耐えられるなん
ζ 私6変わった6のだソとノgってぃる。
タ イ′四脅い大きな弁当′ごご飯だソ″以 っている。
弁当を三分の二ぐらい私わゞ食べたところへFさん
″ゞやって来ζ 勘 らゝひょいと著を私の痛 ′こなっ
遂んでご板を食べる。日′ごつゲた著4 またご〃
を食べようとするのを月ていζ 私′ま胸力ゞどきど
きι暉 れ ぐなる。これこそまさ/c~だ身ヽ症だしな
ん朝 の 譜 ′ご著を突堪 滋 り と腹力｀立 ってい
る。
夢IJ′コップの申にゴギブグのような虫力ゞ入って
いる。誰力),私がどうιて6だわなければならな
いス 雌 力】分からないがおそらぐ男のスリ′ご命令
されζ 私はそのゴギブグを廃い流そうとナる。
ιかιその虫はコップ′ごへばクついてとれず:つ
い′ごばらばら｀になる力ゞそれで6とれな0ち私は″
きながら命令だだってコップの申′ご指をスれζ
バラバラのゴギブグを取ク出ι ζttι′ご流ιてι
まう。
連想として,以前よく見た夢について語ってく
れた。それは,「真っ暗な蔵の中で出口を探して
歩いていると,大きな蜘蛛の巣がたくさんあって,
頬や身体にまとわりつく。とてもぞ一っとする」
というものであった。この感じと, ゴギブリ,そ
れとFさんに近寄られた時の感じは同質であると
のことであった。「現実的には,G係では悩みは
あるが,苦しみはありません。Fさんのことは吹っ
切れていないことは確かですが,なんとかやって
いけそうです」とのことであった。治療者は,A
さんは内界においてとても大きな仕事をやりぬい
た (ゴギブリを洗い流すこと)のではないかと感
じていた。
その後,一回面接キャンセルがあり, 3週間後
に#15が行われた。「もう治ったような感じが
します。4月になってからは,一日だけ起きられ
なかったけれど,あとは大丈夫でした。嫌なこと
はたくさんありますが,朝に引きずらないという
感じです。Fさんに,昨年 10月以来初めて自分
から声をかけることができました。フ●ッピーに
関する仕事上の小さなことでしたが,自分にとっ
てはとても大きなこと。今は,Fさんと会う機会
が少なくなったこともありますが,たまに会って
もなんだか遠くなった感じであまり気になりませ
ん」と語った後で,以下のたいへん印象的な夢を
語った。
夢コδf病気療養申のおど母ちゃん″増 殺ιたとい
多彩な身体症状を呈した1女性の夢分析 一魂のイメージ (アニムス)の変容を巡って下  13
ラ連絡力ゞ入 ク′殊と三スで確認するためにでかゲ
て行ぐ。″攀 蒻 認 左手/c‐池があり,右手だ納屋
があっこ そどを通 ク週ぎるととで6まい家の玄
測がある。″母はその滋′ご身を投ゲて死んだの｀だ
という。私はとで6%κ感 じているのだ″1殊 ″ゞ
「どうιて6敦ち でごなゲればいゲない物″ゞあるゴ
と言う。玄関をスると大きい部屋力坊 ク, その構
をとでも長い廊下が続いている。とて6″いのだ
″ヽ 三スで層ι)ノ廓下を進んで行き,その発′ごある
離れ′ごスる。そご′ごはお雛様力ゞ飾 られている。殊
力ゞ雄雛を詢ご取り,μは/276″たデ′ご廊下を急い
で戻る。その雄雛はとでり け ぐ,ま ぐ,汚れて
おり,とで6恐ろιい顔Fをιてぃる。玄関まで逃
げるよ夕ごして戻ると,玄関にたぐさん辱レ 1
大きなものから//さヽな6のまで廃ぎ散らかされて
いる。いぐら深ιて6,スる時/c‐慶いだは｀デの私
の物 あたらな↓Ъ ιかたなぐ,ス:きぐまい男
物の靴を履いて歩き出ナ。 ιかι,あまク/c‐6気
≠妻ち″藩 いの4鯵 斉に頼%で 6う一っ晏L玄彰鷲ンご炉言っ
てまた靴を深ナ。ιかι′やはク私の物 つか
らな0ちιかたなぐまたその靴を履いたまま逃ゲ
″蒸 。 ιばらぐ″ぐと,場面力ゞノ=学ヽ校の″意館
になる。そどに来賓用のスグシノジ坊 るので:私
測侮賜神 でそれ′ご履きかえる。すると気分力沙
ι軽ぐなる。奥へ進むと,//ヽ学生の反入から現在
の同僚まで大勢力ゞ入ク混じってバレーボールをι
ている。私は 財 んで私だゲごんな筋0し留ι)をι
てきたの/c‐′形のス産は気楽だ楽 ιんでいるのだ
ろうゴと腹力｀立 ち,落 ち必乙Ъ私はネットのそば
の,審判力誓 る多 c‐2「ってバレーを月ている。ナ
るとその申の,ス4感 Fクになる男のス 伺 ″で
JJ歳ぐらいで父とJ暉レ竿代の人リカ磁Fぐまでやっ
て来ζ 枠 ご「大丈夫だよゴと言う。すると私の
嫌な気好ちがナーっと消Fえていぐ。そどで″ド覚
めた。
連想では,「妹が雄雛を持ってきて,私は何も
持って来なかったことに気がついた時,私は結婚
できないのではないかと思いました。妹は外向的
で誰からも好かれています。その点をとてもうら
やましく思っています。私は内向的で,成績は良
いが,人付き合いが悪いと思っています。父はな
よなよした人だが苦手です。Fさんと同じ感じが
します」と,初めて, F氏と父親との印象の共通
性が語られた。
4週間後の#16が最終面接となった。「朝起
きられないことは無くなりました。職場では嫌な
ことは数限りなくありますが,パニックになると
いうことはなくなりました。男の人は良いのだが,
女の人の言動の方がむしろ気になります。Fさん
とは廊下ですれ違った時など,どきどきすること
もありますが,すべって転びそうになったFさん
を見て笑ったり,疲れた顔をしてるなあと思った
りできるようになりました。以前はゴギブリみた
いに感じていましたが,今はそれほどではありま
せん。きっと自分はもともとはFさんは嫌いでは
ないのだと思います。今回のことで気付いたこと
があります。私は嫌いな人の言うことを断ったり,
嫌いだと言ったりすることができません。それで
いつもストレスになるのです」と語った後に,以
下の夢が報告された。
夢″ ′私は永平手のようなとで6ス:きなお手の本
堂にやって来る。そどで私は,黒い法衣を者たと
で6″いお″さん′ご会う。そのスはθθ～イθ歳
ぐらいのスζ 全 ぐ知らない顔「なのだ″1夢 の申
では私はそのスを4/7つている。そのスの顔を月た
とたんに,私は強ι安〕こぼ 獅 韓 る。そのスは一
言たり “つ あなたはとで6汚れていま力り と
言う。私はそれ澤 わ たは 嫌は感 じは全ぐせ六
ごQ“ ない妥しご感 を感 じる。蔵時に, このスは
私例 鈷 ′ごつな力ゞるスだど 拘 。場面力ゞ変わって
麦 熱 オ ク,そこではさっきの″さんの弟子わゞ先
生になって らた生の生き男」 のようなどと′ご層ナ
石膨秒巧われている。大勢のスカゞ聴衆とιて僣
いている。私は,スだゲ,その会の前に″ι〕″さ
ん′ご直接会うことができたの4会 場のみんなか
らうらやまιがられ, とで6良い気分/c‐なってい
る。
14
連想としてAさんは,「辛いことやパニックに
なりかかった時に,私は心の中に電話帳を作って
います。このような問題の時はこの人に相談しよ
うというリストにしているのです。しかし,そう
思っているだけで,実際には電話しなくともパニッ
クにならずに済みます。夢の中で会った坊さんは,
その中でも最も強力な人という感じです」と語っ
た。治療者は 「援助者の内在化」のテーマについ
て少しAさんと話しをした後,何か問題があれば
また予約を入れてもらうことを提案し,今回で終
結とした。
その後,Aさんは特に問題なく勤務を続け,筆
者のもとに再度相談に訪れることはなかった。面
接終結後2年目に結婚し,その後まもなく一児を
出産,治療終結5年後の時点でも,問題なく過ご
しているということであった。
3.考察
1)アニムス (魂)の侵入
初回面接でAさんが語ってくれた夢 1を聴いた
時,筆者は以下のように感じた。F氏は,職場の
先輩の男性であるが,Aさんにとっては、「まじ
めで,やさしく,儒教の孔子のような良い人なの
ですが, こちらのわくを越えてズカズカと侵入し
てくる感じが耐えられません」と感じられる。E
婦長は、実際にAさんがこの問題で困ったときに
相談したり、Aさんが筆者に受診するようにアレ
ンジしてくれた人である。この夢は、Aさんが
現実に置かれている状況を反映しているように見
える。 しかし良く考えてみると、Aさんが実際
にF氏に追いかけられたことなどない。したがっ
て、この夢の体験はAさんの心的現実 (psychic
reality)9)を表しているのであって、通常の意味
での現実体験を文字通りに反映しているものでは
ない。
この時点での筆者のみたては、以下のとおりで
ある。 1)Aさんの身体症状は、医学的には自律
神経系のバランスの変調として説明できるだろう。
2)現実の職場での対人関係,特にF氏との関係
がAさんに強いストレスを引き起こしている。3)
しかし,AさんがF氏に感じている感情は甚だし
く両価的であり,現実のF氏に対する感情反応と
しては過剰である。このことはAさん自身も自覚
している。4)したがらて, F氏はAさんの内界
で活動している自律的なイメージを投影されてい
ると思われる。ユング派の考え方にしたがえば,
これはAさんのアニムス・イメージということに
なろうl①。
以降の考察においては、ユング派分析心理学の
用語に従い、Aさんの夢に現れて、強いインパク
トを与える男性のイメージを魂 (アニムス)と呼
ぶことにする。また、現実生活において、Aさん
に強い感情的影響を与える男性は、このアニムス・
イメージを投影されているという仮説に基づいて
解釈していく。ただし、アニムスの概念について
は、分析心理学派内においても、必ずしも見解の
一致が得られているわけではないD。さらに、
Hillmanが提唱する元型心理学派の理論では、
魂 (アニマ・アニムス)は、さらに広い意味を付
与され、中心概念にまで拡張されている0。本事
例研究は、先行する理論や学派による語義概念に
ついての評価や考察を目的とするのではなく、あ
くまでも具体的事例としてのAさんが、内的ある
いは外的に体験し、語っている 「重要な男性イメー
ジ」を 「魂 (アニムス)」と仮に名付け、意識と
アニムスの関係がどのように変容して行くかを描
写することを第一の目的とする。
実際の心理療法過程におけるみたての問題に戻
る。筆者のその時点での考えでは、Aさんの報告
した初回夢は,Aさんの巻き込まれている現実の
状況を反映していると同時に,Aさんの内界で進
行しているドラマの表現でもある。その両者はA
さんにとって区別がつかないほど重なりあってい
る。したがって,治療方針としては,現実環境の
環境調整を主とする方針と,内的なドラマに付き
添っていくことを主とする方針の二とおりが考え
られる。筆者としては,後者に重点を置く方針で,
週 1度のペースで定期面接を続けることにした。
夢2は,陵辱 (レイプ)の夢である。筆者は、
多彩な身体症状を呈した1女性の夢分析
この夢が比較的淡々と語られた時、虚をつかれ、
夢の詳細を尋ねることができなかった。しかし、
辛うじて連想を尋ねると、Aさんは、過去の嫌
な体験、特に嫌いな男性に対する個人的な連想を、
たくさん語ってくれた。また、父母に対する感情
や、接近してくる男性を 「汚い」とする感情につ
いて語り, F氏については 「虎や熊というよりは,
黄色いマダラの大蜘蛛か, ゴギブリという感じで
す。きれい事のみがいっぱいにつまった人。いつ
もチェックして干渉してくる人です」と述べた。
また、治療者に対して 「先生にも自分の汚いとこ
ろを見透かされているようで怖い気がします」と、
感情を初めて明らかにした。治療者としては、
「汚い」ということが何を意味しているのか、こ
の時点では実感していなかった。
前回の夢で、アニムス・イメージは、現実の外
界でその投影の受け皿になっているF氏その人の
姿をとっていたが、夢 2では、坊主頭のプロレス
ラーという、非個人的なイメージに変化している。
この男性イメージは、プロレスラーという肉体性
の強調されたイメージと、坊主頭という、宗教性
へと繋がりうるイメ=ジとが混在しており、意識
水準がより深い層へと引き込まれると同時に、ア
ニムス・イメージそのものが変化し始めているよ
うに感じられる。もちろん、陵辱とは、自我にとっ
てはたいへんな屈辱的体験であるが、象徴的には、
意識と無意識の結合 (conjunction)のひとつの
反映であり、こころの全体性に向かう個性化のプ
ロセスにとっては、重要な転機であると考えられ
る13)。
筆者はかって、多彩な身体 ・精神症状を呈した
男子大学生の夢分析の事例を報告したD。この大
学生は、夢のシリーズにおいて、常に何か怖いも
のに追いかけられていた。そして、夢の中でヤク
ザの姿をとった 「怖いもの」に追いつかれ、対決
の結果撃ち殺されるという劇的な体験をした。そ
の後、彼の多彩な身体症状はほとんど完全に消失
してしまった。筆者はこのような事例の経験から、
無意識が意識に接近しているにもかかわらず、意
識が無意識との交流を拒否しているような時、無
―魂のイメージ (アニムス)の変容を巡って-  15
意識は意識にこちらを向かせるための信号として
多彩な身体症状や精神症状を送り込んでくるので
はないかと考えた。
Aさんの場合、かなり急激な展開で無意識が意
識に侵入しており、意識が無意識にまさに陵辱さ
れるという形で交流を強いられている。しかし、
この意識と無意識の交流は、別の見方をするなら
ば、意識が無意識からエネルギーを与えられ、豊
かになるという過程でもある。夢 3の、「色々な
形をした食べ物をたくさん食べて満足している」
という夢は、その描写であるように思われる。そ
の結果、Aさんの 「こころの全体」に大きな変化
が起こったことは想像に難くない。その変化は、
夢の中では、夢4の祖母の死というイメージによっ
て表れていると思われる。
Aさんは、「虎や熊」「儒教の孔子」「坊主頭の
プロレスラー」「陵辱者」「まだらの大蜘蛛」「ゴ
ギブリ」「汚れを見透かすもの」などの極めて多
様で相矛盾した混沌のイメージを担うものとして
の 「魂 (アニムス)」に侵入され、陵辱されつつ、
そのエネルギーを自身の栄養として摂取し、ここ
ろの基盤たる祖母 (グレートマザr)の死を体験
した。ここから、Aさんにとって、魂 (ア三ムス)
と真に向き合うプロセスが開始されると思われ、
治療は第2期に入る。
2)アニムスとの闘争
第8回の面接で語られた夢 5では、死んだはず
の祖母が復活し、夢自我と一緒に食べ歩きをして
いる。これは、アニムスの侵入によって、大きな
変化を被ったこころの全体性が、摂取した新しい
要素を消化しつつ、新しく再構成を行う過程に入っ
たことを示していると思われる。夢 6では、アニ
ムス・イメージと思われる嫌いな隣人の男性が現
れ、「そろそろつき合ってくれても良いだろう」
と言う。Aさんは、自分にとって 「嫌いなもの
(人)を嫌いだと言う」ということが、とても重
要であることを自覚し始めている。この 「嫌いな
ものを切り捨てる能力」は、「アニムスの否定す
る機能」のずつの現れである。
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ここで、元型としてのアニムスの多少複雑な様
相について考察しておく必要がある。アニムスと
はひとつの元型 (アー キタイプ)であり、元型と
は、それ自体は直接触れることのできないもので
あり、表現形態を通してのみ明らかになる仮説的
な存在であるD。意識にアニムスが影響を与える
チャンネルは大きく2つあり、一つは人格化され
たイメージを通じてであり、もう一つは自我が取
り入れる機能 (ファンクション)としてである。
もちろん、元型と特定の機能が一対一で対応する
わけではないが、アニマの機能が、「つなぐ機能」
「包み込む機能」であるのに対して、「切断する機
能」「否定する機能」がアニムスの重要な機能で
あると考えられる。そして、アニマが 「身体性」
に関わるのに対して、アニムスは 「精神性」に関
わり、その機能の方向性はしばしば、「身体の否
定」という表現をとる。。
夢7で、街が火事になり、つぎつぎとビルが燃
えていく。火事は、意識化の象徴であり、この頃、
Aさんが 「自身の否定する機能」を意識化しつつ
あったことと関連が深いと思われる。しかし、燃
え上がるビルは、保険会社のビルであるから、保
険がその災害を補償してくれるであろうという夢
の中での自己解釈は、たいへん興味深いと同時に
ユーモラスでもある。夢 8は、大きな容器 (=こ
ころの全体性)から、栄養を大量に摂取している
Aさんの状況を反映していると思われる。しかし、
摂取しているエネルギーは、アニムスのエネルギー
であり、それが、むしろ肉体を否定する 「精神性
のエネルギー」であるとすれば、体重はむしろ減
るのであろう。
夢9は、筆者にとって、たいへん印象が深い夢
であるとともに、一種の謎であった。ここまでの
Aさんのこころの流れを、筆者は、「『自我意識』
と 『アニムス=無意識』が結合しようとしている
プロセス」、として把握していた。もしそうだと
すると、夢のス トー リーの流れとしては、自我と
アニムスの結婚という流れになるのではないだろ
うか。しかし、夢の中で、AさんはF氏 (アニム
ス)の誘いを明確に拒否している。これは、意識
が個性化のプロセスに関与することの否定ではな
いだろうか? しかし、夢の感想としてAさんは、
「ノーとはっきり言えたので気分は良かった」と
述べている。これは何を意味するのだろうか?
夢9で、F氏の姿を取ったアニムスは、Aさんの
アパートを訪れる。F氏は 「これが最後ですから」
と言いながら、車のシートベルトを差し出す。こ
れはどういう意味だろうか? もし、Aさんがイ
エスと言ったら、どのようなス トー リーが展開し
たのだろうか? もちろんこれは想像の域を出な
いが、おそらくAさん (夢自我)は、車のシート
に縛り付けられて、どこかへ連れて行かれてしま
うのだろう。その先で何が起こるのか? これは、
誰にも分からないが、何らかの危険は避けられそ
うもない。おそらく心理学的には、ア■ムスによ
る自我の憑依という結果になるのではないかと想
像される。
この時、Aさんがはっきりと 「ノー」と言った
ことは、その後の展開の大きな転換点になったと
思われる。このことについて、いちがいに良かっ
たとか悪かったとか言うことはできないが、ここ
では、蛙にされた王子と王女のグリム童話が連想
される。魔女の呪いによって蛙の姿にされた王子
(アニムス)は、王女と結婚することを条件に、
王女の危機を救う。しかし、王女は土壇場で蛙に
キスをすることを拒み、蛙を壁に投げつける。す
ると呪いが解けて、蛙は王子に変身し、王子と王
女は結ばれてめでたしめでたしとなる。この童話
において、王子と王女が結ばれるために、何故に
王女が蛙を拒否することが必要だったのだろうか?
筆者はこう考える。アニムスの機能は 「切るこ
と」であり、「否定すること」である。自我がア
ニムスと結ばれるということは、アニムスの機能
を取り入れることであり、その結果は 「嫌いなも
のは嫌いと言う」という能力を獲得することにな
る。したがって、ここで必要とされることは極め
てパラドキシカルである。自我が無条件でアニム
ス0イメージとの結合を受け入れてしまうと、ア
ニムスの機能を取り入れることにならないのであ
る。むしろ、アニムスを拒否することが、アニム
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スと結びつくことになると考えられる。しかし、
このようなパラドキシカルな結合は、当然のこと
ながら、通常の日常的な論理からいうと矛盾であ
る。アニムスの作用は表面的には切ることである
から、切ることがつながることにもなるというこ
とは論理矛盾であり、通常は理解されない。自我
レベルでこのパラドックスが受け入れられるまで
には、混乱を整理する過程が必要になるだろう。
夢 10では、過去、現在の全ての知人から無視
されるという辛い体験をAさんは味わっている。
ここには、アニムスの切る作用が強く働いている
と思われる。連想では、小学生の時の辛い体験が
語られる。この時の事件は、まさにAさんがそれ
までに培ってきた 「しきる機能」を放棄 0抑圧せ
ざるを得なくなった体験であった。この 「しきる
機能」を再獲得するためには、アニムスの機能を
再獲得する必要であったのではないかと思われる。
夢 11, 12では、拒否したはずのF氏の姿を
とって再び夢に現れたアニムスとの関係に、折り
合いをつけることがいかに困難かが示されている。
しかし、これらの夢の中では、Aさんに複数の味
方も出現しており、なんとか自我とアニムスの間
を調停しようとしている状況が見て取れる。個性
化の過程は、また闘争と取引の過程でもあるのだ。
3)アニムスの変容
第3期に入って、現実環境が変化し、Aさんの
精神、身体症状は急速に落ち着きを見せる。一見
すると、職場の配置換えによって、症状が良くなっ
たかのように見えるが、この時期、内界において
は、さらに大きな仕事が必要とされていたのが分
かる。
夢 13, 14は、自我とアニムスの関係が、A
さんとF氏の関係として、極めて明瞭に描き出さ
れている。夢 13では、AさんとF氏は向かい合っ
て座っており、テーブルの上のハンバーガーは正
確に2つに切られている。円形のハンバーガーが
こころの全体性を表すとすれば、Aさんの取り分
は自我意識の取り分であり、F氏の取り分は無意
識の取り分に相当する。アニムスと自我は対立す
るもの (syzygy)。であり、両者が合一すると、
こころの全体性=セルフとなる。この関係は極め
て明瞭で分かりやすい。夢 14では、自我とアニ
ムスの関係が、異なる観点から描き出されている。
Aさんの持ち分は、4角形のご飯の入った弁当で
あり、そこへF氏が箸を突っ込む。この関係は、
夢2の陵辱の夢を連想させる。意識から見るとア
ニムスは侵入者であり、箸 (尖ったもの)は男性
性 (ファルロス)を、ご飯の入った容器は女性性
(身体)を表すように思われ、アニムスの侵入は
Aさんに動悸という身体症状をもたらす。ここに
は、心身症とは、無意識による意識への侵入過程
と等価であるとする仮説Юを支持するイメージが
見て取れる。
心の全体性における、自我と魂 (アニムス)と
の関係は、単純なものではない。夢 13で示され
るように、自我と魂は、正確に三分割された、相
容れない対立物であるという側面を持っている。
この両者を合わせて、こころの全体性 (セルフ)
が構成されるという構図は、極めて分かりやすい。
しかし、一方で、自我とアニムスの関係は、決し
て交換可能な対等の対立物ではない。自我はアニ
ムスに侵入される受動的存在でもある。自我が意
識的に魂をコントロ早ルすることはできず、自我
にできることは、無意識の侵入に抗いつつもその
過程を受容していくことである。
夢 15で、Aさんの夢自我は、今度はコップの
中にへばりついたゴギブリを洗い流すという試練
を与えられる。この夢の中で、夢自我は、水 (無
意識)だけでゴギブリを洗い流すことはできず、
指を突っ込んで、ゴギブリに触れるという不快な
体験に耐えなければならない。ここで、夢自我は
コップに指を突っ込むという、男性的な役割を担っ
ていることも重要であると思われ、この能動性は
夢 16に引き継がれる。ゴギブリは、アニムスの
否定的側面と思われ、その起源はおそらく、否定
的な太母にあると思われる。連想で語られた、
「蜘蛛の巣」「ゴギブリ」「F氏」に共通するぞ一っ
とする感じが、まさにこの夢の中で解体され、洗
い流されたものに相当するのであろう。その後、
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現実生活においても、アニムス・イメージのF氏
への投影は著しく減少し、Aさんは、F氏の現実
の姿をかなり冷静に見ることができるようになる。
夢 16は、極めて印象的な、いわゆる 「大きい夢」
であり、神話に頻繁に見られる 「地獄降りの試練
と帰還」の物語と共通の構造を有している。まず
夢の冒頭で、祖母の死が語られ、これは、こころ
の全体構造の大きな変化を示しているものと思わ
れる。夢自我は、妹と一緒に、祖母の家 (異界)
を訪れる。妹さんは、肯定的なイメージを付与さ
れており、影というよりは、上位人格であると思
われる。この上位人格に伴われつつ、夢自我はと
てつもない恐怖と戦いながら、異界の奥深くへと
入っていく。そこにある恐ろしい顔をした男雛は、
元型的なアニムス・イメージの典型像と言えるだ
ろう。この恐ろしいが貴重な宝物を、現実界へ持っ
て帰ることが、この地獄降りの目的である。ここ
では、意識は無意識によって侵入される受動的な
存在ではなく、むしろ能動的に無意識の奥深くへ
侵入し、大切なものを持って帰る冒険者の役を果
たしている。この冒険は、一種の英雄の冒険であ
るが、神話においても、イナンナやコレーといっ
た女神がこのような試練に耐えて、無意識の豊穣
さを現実界にもたらすのである8)。
夢自我が異界から現実世界に復帰しようとする
時、色々な課題を果たさなければならない。その
一つは、自分の足にフィットした履き物を探すこ
とである。履き物は、地に足をつけて歩くための
媒介物であり、現実的には対外的な行動パターン
を示すと思われる。異界に入る前と帰還後では、
現実の行動パターンが変わらざるを得ないのであ
るが、ちょうど良いものが見つからない。夢自我
は、最初違和感を感じながら男性の履き物を履く
が、それをスリッパに履き替えることでようやく
落ち着いてくる。現実界への適応には、試行錯誤
が必要であり、時間がかかるものと思われる。た
どり着いた小学校の体育館では、大勢の知り合い
がバレーボールを楽しんでいる。バレーボールは、
ネットによって2つの区画に区切られたコート同
士の交流であることから、こころの2つの領域間
に、好ましい交流が生じ始めていることが分かる。
夢 13で、まっ3ξたつに切られ、分割されたハン
バーグとして表現されていた対立物に、相互交流
が生じているとも言える。往復するボールは、意
識と無意識をつなぐものであり、それは常に振り
子のように往復する中間項であり、それもまたア
ニマ0アニムスの機能を担っているように思われ
る。夢の最後では、ネットの位置に座り、バレー
ボールを眺めながら物思いに沈む夢自我を男性が
訪れる。この安心をもたらす男性イメージは、変
容したアニムス・イメージそのものであると思わ
れる。
最終回の第 16回面接で語られた夢 17には、
これまでの治療経過においてなされた仕事の成果
がはっきりと示されている。アニムス (男性イメー
ジ)は、もはや迫害者の様相をとってはいない。
その代わりに、アニムスは黒い法衣を来たとても
偉いお坊さんというイメージとして夢に現れる。
この男性を、夢自我は 「良く知っている」と感じ
ており、さらに、「あなたはとても汚れています
ね」という言葉によって、この上もない安心感を
与えられる。初期の面接において、Aさんは、治
療者に対して 「汚いところを見透かされているよ
うで怖い」と述べていた。しかし、この夢では、
「汚いと見抜かれることによってこの上もなく安
心できる」という感情に変化している。この 「感
じ方の変化」こそは、自我の態度の根本的な変容
であり、宗教的なこころのあり方につながるもの
であろう。
さらにアニムスは坊さんの弟子の姿をとって、
「人生の生き方」についての説教を行っており、
夢自我にとって、アニムス・イメージは、人生を
支え、ま旨針を与える存在となっている。Aさんは、
連想の中で、この夢の中での坊さんは、自分の内
なる援助者の中でも最も強力な存在であると述べ
ている。こうして、最初、Aさんを追害し、Aさ
んを脅かす存在として現れた魂 (アニムス)は、
Aさんに人生の指針を指し示す強力な支援者のイ
メージヘと変容したのである。
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まとめ
魂 (アニマ0アニムス)は、ユング心理学およ
び元型心理学における、最も重要な鍵概念のひと
つであるが、極めて多義的であいまいな側面をも
併せ持っており、一義的に明確に記述することは
困難である。本事例において観察された、印象的
な男性イメージとしてのアニムスも、実に多彩な
側面をその経過中に明らかにしている。アニマ●
アニムスは、」ungによって最初 「魂のイメージ」
と呼ばれ、さらに後には 「非我 (nOt_I)」として
概念化された。アニマ0アニムスはまた、個性化
の過程における 「魂の導き手」でもある。Hill―
manは西洋文化全体の無意識部分を人格化した
ものがアニマ (魂)であり、アニマ・イメージを
通じてこそ、西洋人のこころは解放されると述べ
ているが、アニムスの問題についての同様な研究
は乏しい。否定的で後天的なアニムスとは対照的
な、いわゆる肯定的で自然なアニムスがこころの
中に介入してくることについてはほとんど今まで
注意が払われてこなかったとされている。。日本
人の女性のこころの中に侵入してくるアニムス・
イメージが、どのようにこころ全体の変容をうな
がし、日本人のこころを解放するかについて、本
事例は有益な示唆を与えてくれると思われる。
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